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研究要旨 

【背景】2020年初頭から世界的に COVID-19感染が流行し、さまざまな社会活動が制限を受

けて現在まで継続している。肝疾患コーディネーターに関連する活動も例外ではなく、多人

数が集まる形での講習会や、患者・家族が参加しての相談会等の開催は軒並み延期、中止を

余儀なくされている。しかしインターネットを介した WEB開催等での活動は可能なため、例

年とは異なる形で行われた 2020 年度の肝疾患コーディネーター関連活動につき検討した。 

【結果】肝疾患コーディネーター講習会は例年通りの 8 講義をすべて WEB 上で行い、修了

試験のみ十分な感染対策を講じたうえで現地開催した。受講者は 89名、新規認定者は 65名

と、ここ数年では最多数であった。コーディネーター講習会も WEBで配信し、視聴者数は 77

名であった。演者 6 名のうち 4 名が肝疾患コーディネーターであった。例年拠点病院の病

棟で行っていた肝臓病教室も WEB配信で 2021年 3月に行い、演者 2名のうち 1名はコーデ

ィネーター認定を持つ栄養士であった。これまで拠点病院内と、院外数か所で開催していた

相談会はすべて中止となった。近年中核市となった甲府市では市内のコーディネーターに

呼びかけて甲府市肝疾患コーディネーター交流会を組織し、メーリングリストへの登録者

へ肝疾患関連の情報を頻回に配信している。 

【考察】COVID-19 流行下で制限された状況でも実行可能なコーディネーター関連活動が確

認された。現地での講演参加に替えて WEB開催として配信期間を調整すれば、既存の開催で

は時間や移動の制約で参加できなかった方も参加可能となり、実際に新規コーディネータ

ー認定数は近年で最多であった。今年新たに開始した甲府市肝疾患コーディネーター交流

会でのメール配信は感染流行下でも継続可能な活動であり、有意義な手法と考える。直接顔

の見える関係を患者・家族と、またスタッフ同士で築くことは重要だが、今年度に期せずし

て行ったいくつかの活動は今後 COVID-19が終息した後にも利点を生かして取り入れていく

べき点があると思われる。 

 

Ａ．研究目的 

本県では 2009 年に全国に先駆けて肝疾

患コーディネーターの養成を開始し、その

後 2011 年からはコーディネータースキル

アップ講座を年 1 回開催してきた。また認

定されたコーディネーターは相談会や肝臓

病教室等で相談員や講師として活動してき

た。こうした肝疾患コーディネーター活動



が 2020 年度は COVID-19 感染の蔓延のため

全国的に大きな制限を受けている。こうし

た状況でもインターネットを介した活動は

可能であるため、2020年度に本県で行った

コーディネーター関連の活動について検討

した。 

Ｂ．研究方法 

肝疾患コーディネーター養成講習会は例

年 8 講義を 4 日間で受講し、認定試験を受

験していた。今年度は同様の 8 講義を WEB

配信期間(9月 28日から 10月 23日)に受講

して、10 月 29 日に山梨大学医学部臨床講

堂で、学部生の試験時に準じた十分な感染

対策をとったうえで行った。 

 

 

認定コーディネーター対象のスキルアッ

プ講座は例年会場に集合して講演やパネル

ディスカッション、グループワークや関連

施設の見学等を行ってきた。今回は WEB 配

信（11 月 21 日から 11 月 29 日）で 6 人の

講師（医師 2名、認定コーディネーター4名：

MSW、栄養士、保健師、行政職員各 1名）に

よる本県でコーディネーター養成を開始し

た約 10 年前と現在の肝疾患を取り巻く変

化についての講演とした。 

  

肝臓病教室は病棟会議室で患者と患者家

族を対象に行ってきた。こちらも WEB 配信

（3月 1日から 3月 28日）で医師 1名、コ

ーディネーター認定栄養士 1 名が講演した。 

  



2020年 1月から甲府市に職場を持つ肝疾

患コーディネーターの交流会を発足させ、

メーリングリストを作成して不定期に肝疾

患関連の情報を配信している。 

 

Ｃ．研究結果 

コーディネーター講習会を WEB で行った

2020年度は 89名が応募し 65名が新規に認

定された。これは 2018 年度の応募 35 名認

定 33 名、2019 年度応募 31 名認定 30 名と

比較し増加していた。今年度までの合計認

定コーディネーター数は 479名となった。 

スキルアップ講座の視聴者数は 77 名で、

2019年の参加者 40名、2018年の 37名と比

較しこちらも増加していた。 

肝臓病教室は本報告書作成時に WEB 配信

中であり配信終了後に集計を行う。 

例年拠点病院内と院外数か所で開催し、

多職種の肝疾患コーディネーターが相談員

として対応してきた相談会については今年

度は１回も開催できなかった。 

甲府市肝疾患コーディネーター交流会は

COVID-19 流行前の 2020 年 1 月に講習会・

交流会を開催して発足。現在 102 名の甲府

市のコーディネーター中 33 名がメーリン

グリストに登録している。2021年 3月 5日

までに合計 17 回のメール配信を行ってい

る。 

主な配信内容 

・肝疾患レシピ 

・山梨県の患者会情報 

・NAFLD/NASHについて 

・COVID-19下での B型肝炎医療費助成 

・COVID-19発生状況と重症化リスク 

・基礎疾患を持った方の COVID-19ワクチン 

・肝臓なんでも相談会開催案内・協力依頼 

・肝がん撲滅市民公開講座開催案内 

・肝疾患 Coスキルアップ講座開催案内 

・医療従事者研修会の開催案内 

・肝臓病教室の開催案内 

 

Ｅ．結論 

2020 年度の COVID-19 蔓延下で肝疾患コ

ーディネーター関連活動も大きな制限を受

け、多人数が集合する講演会や相談会は開

催できなかった。しかしインターネットを

用いた WEB 配信により養成講習会、スキル

アップ講座、肝臓病教室は開催可能であり、

移動や時間の制約がないため例年よりも参

加者が増加した。甲府市 Co交流会メールは

COVID-19流行前から企画されたものであっ

たが、集合開催が困難な状況での Co交流に

有用であると考える。今後 COVID-19が収束

した後にも今年度の経験を生かして WEB や

メールを利用した活動を取り入れていきた

い。 
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